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レジナビフェア2025東京（R7.6.29）
　東京ビッグサイトで開催された医学生・初期研修医向け研修病院合同説明会の模様です。

秋田県からは６病院が出展し、大館市立総合病院も全国からの参加者に自院の研修プロ

グラムや病院情報をPRしました。
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今
年
４
月
に
大
館
市
立
総
合
病

院
長
に
就
任
し
た
成
田
知
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
昨
年

以
上
に
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
当
院
で
も
、
６
月
下
旬
頃
か

ら
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん

が
救
急
搬
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

く
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
に
は
引
き
続
き
熱
中
症
対
策
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
秋
田
県
で
は
２
０
４
０

年
に
向
け
た
地
域
医
療
構
想
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
の
病
院
で
は
診
療
科

の
機
能
縮
小
や
開
業
医
院
の
減
少

が
続
い
て
お
り
、
当
院
の
果
た
す

役
割
が
更
に
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
館
市
の
人
口

は
、
２
０
４
０
年
に
は
５
万
人
を

下
回
り
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の

人
口
は
45
％
程
度
、
85
歳
以
上
の

人
口
は
35
％
程
度
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に

医
療
機
関
へ
の
通
院
が
困
難
と
な

り
、
介
護
が
必
要
に
な
る
方
も
多

く
な
り
ま
す
。
外
来
受
診
や
入
院

す
る
患
者
さ
ん
は
減
少
し
、
訪
問

診
療
や
訪
問
看
護
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

 

地
域
医
療
は
、
病
気
を
治
す
こ

と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
生
活

を
支
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
に
存
在
す
る

医
療
資
源
を
フ
ル
活
用
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

今
年
度
、
当
院
が
参
画
す
る
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
「
北
鹿
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
」
が
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
後
は
賛
同
団
体

を
増
や
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
医
療
・
介
護
を
受

け
、
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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さ
と
し

大
館
市
立
総
合
病
院
長

　総合病院の栄養科は、職員（医師、管理栄養士、会計年度任用職員）、委託会社の混在型です。お互いに
協力し安心安全な食事を心がけ一日平均約680食の患者食を提供しております。
　入院中は、患者さんに食事を楽しみにしていただけるよう年間約24回の行事食・郷土料理や季節の献立・
出産お祝い膳などを提供し、年４回のし好調査や毎月の食事検討会を通して献立改善など行っております。
　また、管理栄養士を病棟及び診療科毎に担当配置し入院患者さんの栄養管理を行い、病態に応じた食事
内容や食形態の提案、食欲不振時の栄養相談、栄養指導など患者さんに寄り添えるよう心がけています。
　ほか、医療に携わる様々な職種のスタッフが共同で患者さんの病状に合わせた適切な栄養管理を行う
「栄養サポートチーム（NST）」の一員として管理栄養士が活動しています。多職種による回診、カンファレンス
を行い、それぞれの専門知識と技術を生かし、患者さんの栄養状態をサポートします。加えて褥瘡、緩和、
FLSなど各委員会の一員としても活動しており患者さんにとって早期回復の一助となるよう努めております。

「栄養科」紹介します

郷土料理
きりたんぽ

秋分の日
まいたけご飯



総合病院
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総合病院

大館市立総合病院　患者サポートセンター
お問い合わせ TEL４２－５３７０（代表）／FAX４２－７４００

※平日・月曜～金曜（8：30～17：00）

１）申込方法
　　・まずは担当ケアマネジャーや、訪問看護
　　　ステーション看護師などにご相談ください。
　　　担当ケアマネジャー等から総合病院へ
　　　申し込みができます。
　　・総合病院へは、入院希望日の１週間以上前までにご相談ください。

２）申込書の受付・入院受入調整
　　・申し込み内容を審査し、当院で入院受け入れ調整を行います。

３）入院
　　・地域包括ケア病棟（当院10病棟）での入院となります。
　　・最長で14日間の入院期間としています。

レスパイト入院とは何ですか？

　ご自宅で介護をされてい
るご家族の方の休息(レスパ
イト)を主な目的とした短期
入院です。
　介護されているかたの事
情により、一時的に自宅での
療養継続が困難になった場
合に、最長で14日間ご利用
いただけます。

どんなときにレスパイト入院を申し込
むことができますか？

　介護をしているご家族に、休息など
が必要になったときです。

Q

A

Q

A

～介護のひと休みしませんか？～

。



総合病院

　公益財団法人日本医療機能評価機構が行う病院機能評価
は、病院が組織的に医療を提供するための基本的な活動（機
能）が適切に実施されているかを評価する仕組みです。また、こ
の病院機能評価には認定期間が定められており、継続して認
定を受けることによって医療環境の変化に対応しながら病院機
能の改善を図ることにもつながります。総合病院では、地域に
根ざし、安全・安心、信頼と納得の得られる医療サービスの提
供を行うために平成24年度より本認定を受け、認定更新を継続
しております。
　より一層の病院機能の充実と医療の質の向上を図るため、
認定の更新を目指し令和6年11月に病院機能評価を受審した
結果、日本医療機能評価機構より「公的な医療機関として救急
医療機能や各専門診療等、地域医療における中核的な病院の
役割を果たし、『患者が安心と満足を得られる病院』を理念に
運営されている」との評価を受け、認定水準を満たしていると
認められたことから、今年３月に認定が更新されました。
　今後も総合病院は、機能の維持、向上に努めるとともに、
質の高い医療サービスを提供してまいります。

一般病院2（主として二次医療圏等の比較的広い
地域において急性期医療を中心に地域医療を
支える基幹的病院）3rdG：Ver.3.0 の認定証

病院機能評価を更新しました

第１回 　 9月30日（火）
　　　　 14時～15時 
第２回 　10月15日（水）
　　　　 14時～15時 
第３回 　10月29日（水）
　　　　 14時～15時 
第４回 　11月12日（水）
　　　　 14時～15時 
第５回 　11月26日（水）
　　　　 14時～15時 

 演　　者 テ　ー　マ 開催日程（全５回）
『緩和ケアって何？』
『アドバンス・ケア・プランニング』 緩和ケア認定看護師

『身体のつらさを和らげよう』
『医療用麻薬について』

医師
薬剤師
歯科医師
管理栄養士

公認心理師
社会保険労務士・社会福祉士

看護師
作業療法士

『がん患者の口腔ケア』
『がん療養における食事』

『気持ちのつらさを和らげよう』
『がんと障害年金』
『アピアランスケアについて』
『がんリハビリテーション』

患者さん・ご家族・地域の方々向け講演会

『もっともっと知ろう緩和ケア2025』のお知らせ
　『緩和ケア』とは、重い病気を抱える患者さんやご家族一人一人の身体や
心などの様々なつらさをやわらげ、より豊かな人生を送ることができるよう
に支えていくケアのことです。
　総合病院では、患者さん、ご家族、地域の方々に緩和ケアを知っていた
だくことを目的として、当院緩和ケア委員会による講演会『もっともっと知
ろう緩和ケア2025』を開催します。
　参加費は無料、申込みは不要です。皆様のご参加をお待ちしております。

講演会の様子■場所／大館市立総合病院 がん情報コーナー（３階ギャラリー内）



扇田病院　外来診療のご案内

理念  地域の皆様の「心の支えとなる病院」をめざします。

扇田病院

　総合診療科では、外来診療に加えて、健診・ドック、訪問診療、訪
問看護まで幅広いニーズに対応しています。高齢者が多い地域性を
ふまえ、アットホームで温かい雰囲気を大切にしながら、患者さんや
ご家族に寄り添う診療を心がけています。在宅療養中の方には24時
間体制で支援を行っており、「まず相談したくなる医療」の提供を目
指しています。どんな些細なことでも、 お気軽にご相談ください。

　４月より赴任いたしました。地元である
大館市で、そして自分の生まれた扇田病院
で医師として診療に携わることができ、
大変光栄です。総合診療専門医の取得を
目指し、勉強中の身ですが、地域の皆さん
の思いに寄り添った医療を提供できるよ
う努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

療に加えて 健診・ドック 訪問診療 訪

お知らせ 院内で開業していた理容室が、6月末をもって閉店となりました。

　今年度から新体制となり地域包括ケア病床30床、療養病床10床と
なりました。主に回復期、慢性期の患者さんが入院されています。患
者さんやご家族に寄り添った看護を心がけています。また、病棟看護
師と一緒に退院支援看護師、理学療法士、薬剤師、管理栄養士等様
々な職種と連携し、退院後の生活を見据えたケアを行っています。
　患者さんが、安心して入院し、満足して退院していただける病棟を
目指しています。 どうぞよろしくお願いします。
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◆新任者　木村　結子 先生

金　大悟 先生　　 渡邉　晃市 先生退任者（令和7年3月31日をもって異動となりました。）

総合診療科

第二病棟



予約のみ 予約のみ

曜 日
科 名 月 火 水 木 金 備　　考

急患対応や手術などのため、休診や受付時間を変更する場合があります。

新患 8：30～　再来 7：30～受付開始時間

11：00 11：00 11：00

10：0010：00 10：00 10：00

11：00

10：00

11：00

は予約が必要です。

科別受付終了時間

10：00

10：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

10：00 10：00 10：00 10：00 10：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00 11：00 11：00 11：00

予約のみ 予約のみ 予約のみ

11：00 11：00 11：00 11：00

11：00 11：00

11：00

11：00 11：00 11：00

予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ

予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ

予約のみ 予約のみ

予約のみ

休診

予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ

10：00 10：00 10：00

9：30

11：00

9：30

11：00

9：30 9：30

10：00 10：00

10：00

10：00 10：00 10：00 10：00 10：00

10：30 10：30 10：30
10：30 10：30 10：30

10：0010：0010：00 10：00 10：00

10：00 10：00 10：00休診

休診 8：30休診8：30 休診

休診

甲状腺
外来

甲状腺
外来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

10：00 10：00 10：00 10：00 10：00新患
再来

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

新患

再来

休診
10：0010：00 10：0010：00 10：0010：00 10：0010：00

9：309：309：309：30

新患は原則として紹介状と予約が必要です。

新患は原則として紹介状と予約（前日16時まで、
月曜日の場合は金曜日）が必要です。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
専門外来は予約が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
新患、再来ともに予約が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
新患、再来ともに予約が必要です。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。
再来も予約が必要です。

新患は紹介状持参で予約のかたを優先します。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。
再来も予約が必要です。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。

新患は原則として紹介状と予約が必要です。
※認知症の相談は、認知症疾患医療センター
　（代表42-5370）にお電話ください。

新患の受付は10時までとなります。
新患は原則として紹介状が必要です。

新患および再来初診（妊婦含む）は予約が
必要です。

乳がん検診は２次精査のみとさせていただ
きます。

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
※甲状腺外来の新患は、予約が必要です。
※神経内科は新患、再来とも予約（前日16時まで、
　月曜日の場合は金曜日）が必要です。

循環器内科

小　児　科

神経精神科

外　　　科

眼　　　科

皮　膚　科

脳神経外科

放 射 線 科

歯科口腔外科

耳鼻咽喉科

整 形 外 科

泌 尿 器 科

呼吸器外科

産 婦 人 科

消化器・血液・
腫瘍内科

内分泌・代謝・
神経内科

　上記の表は８月中旬の情報をもとに作成していますが、診療体制の変更に伴い受付時間などが変更となる場合がありますのであらかじめ
ご了承願います。また、変更があった場合は院内への掲示とホームページへ掲載いたします。

総合病院　外来診療のご案内
◎新患（初めて当院を受診されるかた）はできるだけ紹介状（医療機関から発行される診療情報提供書）の持参をお願いしています。
◎新患で紹介状を持参されない場合、初診時の保険外併用療養費として、1,650円を負担していただいていますのでご了承願います。
◎新患の予約およびお問い合わせは、患者サポートセンター（代表電話 42-5370　月～金 8：30～17：15）までご相談ください。

呼吸器内科

総合病院

予約のみ 予約のみ

　クマの出没・被害が増えています。当院にもク
マ外傷で搬送されてくる方が時折おられますが、
登山や山菜取りなど山の中で遭遇し受傷してし
まった方がほとんどです。しかし近年は集落や市
街地など人の生活圏内へクマが入ってきて被害
を及ぼすケースもたくさん報告されるようになって
きていますので、誰もが日常生活で突然クマに遭
遇してしまう危険性がありえるかと思います。
　県のツキノワグマ情報のwebページでは、食べ

物を屋外に置かない・クマが侵入できる小屋内
に置かない、家や農地周囲の藪の刈払い・見晴
らしをよくするなど対策を呼び掛けています。個
人それぞれができる対策、予防策をとることが大
切と思います。
　私は大袈裟かもしれませんが登山用に所持し
ているクマスプレーをジョギング時にも携帯して用
心したいと思います。
（広報誌編集委員長　小　野　貴　史）

予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ

予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ

編集
後記



飲み薬にはなぜいろいろな形が
あるのか知っていますか？

薬薬薬薬ののの
　病院やクリニックで処方される飲み薬には、
いろいろな形（剤形）があります。これは薬
を飲みやすくするためや効き目を良くするた
めですが、それぞれ服用の際に気をつける点
があります。

・錠剤・カプセル剤は、コップ１杯程度の水
と一緒に、身体を起こした状態で服用しま
しょう。水が少なかったり、横になって飲
んだりすると喉や食道に薬が張り付き、炎
症を起こすことがあります。また、噛んだ
り砕いたり、カプセル剤の中身だけを服用
することも、苦みが出現したり正しい効果
を得られない場合がありますので避けまし

ょう。
・散剤（粉薬）は、薬の表面に特殊な加工を
施している場合がありますので、錠剤・カ
プセル剤と同様に、噛まずに服用してくだ
さい。

・液剤は飲みやすいですが、長期保存には適
していませんので、使用中はできる限り冷
所で保管（特に夏場）し、余った薬の取り
置きは避けましょう。

 このほか、高齢者や幼児が誤ってPTPシー
ト（薬の包装）ごと薬を飲み込んでしまった
例が多数報告されているため、必ずシートや
袋から薬を取り出して服用するよう十分に気
をつける必要があります。
 薬の効果を最大限に引き出すために、正し
い飲み方を心がけましょう。

表面が加工されていない薬です。

特　　徴

裸錠（素錠）

主な剤形

糖衣錠

腸溶錠

徐放錠

口腔内崩壊錠

舌下錠

硬カプセル

軟カプセル

散　剤

顆粒剤

ドライシロップ

シロップ剤

表面を甘い素材でコーティングした薬です。

胃ではなく腸で溶けるように作られた薬です。

ゆっくり溶けて効果が長く続くように作られた薬です。（L錠、CR錠、SR錠など）

唾液や少しの水分で溶けるように作られた薬です。（D錠、OD錠など）

舌の裏に置いて溶かし、口の粘膜から成分を吸収させる薬です。

主に粉末や顆粒がカプセル内に収納されている薬です。苦みを抑えたり効果が長く
続くよう、カプセルの表面又は中身の薬剤が加工されています。

主に液状・油状の薬物をゼラチン等で作った皮で包みこんで、カプセルの形にした
薬です。

粒が細かい粉薬です。

粒が少し大きく、苦みを抑えたり効果を長く持たせるためのコーティングがされて
いる粉薬です。

甘く味付けされた散剤や顆粒剤です。水に溶かして飲むこともできます。

白糖や甘味料が加えられて甘味のある液体の薬です。成分が沈殿していることがあ
りますので、軽く容器を振ってから服用してください。

錠　
　

剤

液
剤

カ
プ
セ
ル
剤

散
剤
（
粉
薬
）
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